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家庭・地域社会との連携を－道徳通信の活用を通して
６月１５日（土）に行われた「ふれあい学級」では、全学年とも道徳の授業を公開しま

した。授業では、保護者参加型の授業やゲストティーチャーとして保護者に参加していた

だいた授業もありました。

児童は、いつも以上に集中して話し合いに参加することができました。保護者の皆さま

のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

１年松組「お世話になっている人に感謝して」

１年竹組「お世話になっている人に感謝して」

２年松組「くろぶたのしっぱい」

２年竹組「森のともだち」

「自分たちの世話をしてくれる人々に気づき、感謝しよう
とする気持ちを育てる。」
『私たちの道徳』の挿絵を見ながら、気づきを発表しまし

た。自分が毎日楽しく生活できているのは、交通指導員さん、
公園の掃除をしてくれる人など周りの様々な方々がいてくれ
るおかげだということに、友達の発表から気づいていきまし
た。その後、おうちの方にありがとうカードを書きました。『い
つもごはんをつくってくれてありがとう。おみそしるがおい
しいです。』などと書いたカードを温かい雰囲気の中、おうち
の方に渡しながら伝えることができました。

「みんなが使うものを大切にし、約束やきまりを守ろうとす
る意欲を高める。」
主人公であるくろぶたは、「人に気付かれなければきまりを守

らなくてもよいだろう」と思い、勝手にごみを捨てようとしま
す。しかし、他の動物から指摘を受け、自分一人ならいいと考
えていたことを反省します。
身近な動物たちを通して、自分の問題として捉え、みんなで

考えていきました。みんなが気持ちよく生活するためには、周
りのことを考え、みんなの使うものを大切にする心や約束、き
まりを守ることが大切であると気付くことができました。

「友達と仲良くし、励まし合って生活しようとする気持ち
を育てる。」
みんなで共に学校生活を送っていく中で、誰かが失敗したと

きや困っているとき、どんな言葉がけをすると、お互いが気持
ちよくなれるか、なかよく遊ぶことができるかを考えました。
最後に、子どもたち一人一人が、これまで友達にしてもらって
嬉しかったことや、嬉しかった言葉がけを振り返り、友達のこ
とを思った言葉がけをすることを大切にしようという気持ちを
高めました。

「 自分たちの世話をしてくれる人々に気づき、感謝しよう
とする気持ちを育てる。」
｢私たちの道徳」の挿絵から、普段どんな方にお世話になっ

ているかを発表しました。気持ちよく楽しく生活するために、
いろいろな方にお世話になっていることに気付きました。
その後、お家の方々への感謝の気持ちを表すために、手紙

を作りました。感謝の気持ちを文と似顔絵で表して、手渡し
ました。
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３年松組「おばあさん」

３年竹組「ことばのまほう」

４年松組「雨のバス停留所で」

４年竹組「ブラッドレーのせいきゅうしょ」

き り と り

「だれにでも親切にし、ほかの人を思いやる気持ちを高め
る。」
バスの席に座れなくて困っているおばあさんになかなか声を

かけれない主人公の「わたし」が、やっと席をゆずれたときの
気持ちをみんなで考え、「すっきりした」「うれしかった」「よ
かった」という気持ちに共感し、これから、いろいろな人に親
切な行為をしてたくさんの人を喜ばせたり、よい気持ちにさせ
たりしていこうという気持ちを高めました。

「礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接
しようとする意欲を養う。」
ゲームソフトを買いに行った「ぼく」が、ぶつかった男

の子にどなると相手もどなり返してきたという場面と、ス
ーパーマーケットで「ぼく」がぶつかった男の子に「ごめ
んね」と言われ、互いににっこりと笑顔を見せることがで
きたという場面の、子どもたちが日常的に体験しやすい対
照的な２つの場面を役割演技をし、自分の対応によって結
果が変わるという礼儀の大切さについて考え、よりよい対
人関係を築くために気をつけようという気持ちを高めた。

「きまりを守って生活する。」
社会の中で、きまりを守って生活することは大切です。

順番を守らず自分のことしか考えない主人公の気持ちを
考え、グループで話し合いをしました。保護者の方から、
「きまりを守って生活することが改めて大切である」こ
とを自覚できたという感想がありました。明るく生活を
するために、周りのことを考えて行動する気持ちを育て
ていきたいです。

「親への深い愛情に感謝し、家族の一員として尽く
そうとする心情を育てる。」
家庭でのお手伝いの内容や様子について発表し、資

料を通して、親の子に対する思いを考え、見返りなし
で大事に思ってくれている家族の思いを話し合いまし
た。そして、その思いを手紙に書いてお家の人に伝え
ました。子ども達は、「これからは進んでお手伝いをし
ます」や「いつも家事をしてくれてありがとう」など
手紙に書いていました。

道徳の取り組みへの感想、または、地域でのちょっといい話がありましたら、お寄せください。

（ ）年生保護者
提出先：担任
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５年松組「ちびまるこちゃんと学ぶ大切な３つのお話」

５年竹組 ｢有り難う」

６年松組「有り難う」

６年竹組「手品師」

「お金は限りがある大切なものであることに気付き、金銭
を大切にし、計画的にお金を使おうとする気持ちを高める。」
ほしいものがあったときに、どのようにして手に入れている

か、自己の生活を振り返りました。その後、ちびまる子ちゃん
のお話を視聴し、「買わなくてもよかった」と思った経験につ
いて話し合いました。最後に「買わなくてもよかった」と後悔
しないためには、どうしたらよいかを考えました。本当に必要
かどうか、よく考えて買うことが大切であるとの意見が挙がり
ました。

「日々の生活の中で多くの人々から支えを受けていること
に気付き感謝する気持ちをもつ。」
日々の生活にある「当たり前」と感じている事柄を一つ

あげ、そこから関係している資源や商品、関わる人々を拾
いあげることで多くの支えから成り立つことに気付きまし
た。
また、身近な支えてくれる人として、保護者に日頃どん

な気持ちで支えてくれているのかをインタビューし、有り
難うの気持ちを改めて感じた。

「 日々の生活の中で多くの人々から支えを受けている
ことに気付き感謝する気持ちをもつ。」
普段何気なく当たり前のように行っていることがあり

ます。しかし、実はそれを支えてくれている人たちがい
るということ、多くの人たちとのつながりの中で生活し
ていることに気づきました。「有り難う」は「ありがたい
こと」。保護者の方々の思いにふれることで、「当たり前」
のことに「ありがたい」という気持ちを込めて、支えて
くれる思いに応えようという気持ちを高めました。

「うそ偽りのない行動をして、誠実に生活をしよう
とする気持ちを高める。」
男の子との約束を守るのか、自分の夢が叶うチャン

スをつかもうとするのか、迷う手品師の気持ちを考え
た。そこで、自分の心の中の良心に従って判断したこ
とをやり遂げるすがすがしさを感じることを通して、
明るい心で生活しようとする心情を育てる。


